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な
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電 話：
F A X：
メール：

0256-34-5583
0256-33-8861
gikaij@city.sanjo.niigata.jp

議会だよりへのご意見・ご要望は、
こちらまで。

インターネットでも情報発信中！
 三条市議会   検索

三条市の今を、

いっしょに

みてみよう！
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有機無農薬米のはざかけ

建設中の三条市立大学 三条産のぶどう 三条産のなし



議　案　賛　否　一　覧 ○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対

無
所
属
※
１

公
明
党
議
員
団

日
本
共
産
党
議
員
団

清
風
ク
ラ
ブ

自
由
ク
ラ
ブ

区分 番　号 件　　　　名 概　　　　要 審査した委員会 7 6 3 2 1
 〔市長提出〕

条　
例

議第１号 三条市大崎会館条例の制定に
ついて

地域における多様な活動の活性化を促すことを目的とし、その拠点と
するため、三条市大崎会館を設置することから、本条例を制定するもの 
施行期日：規則で定める日

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第２号
三条市指定居宅介護支援等の
事業の人員及び運営に関する
基準等を定める条例の一部改
正について

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準の一部改
正に伴い、指定居宅介護支援に従事する従業者に係る市が従うべき
基準が改められたことから、本市においてもこれに従い、必要な改正
を行うもの
施行期日：令和３年４月１日

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第３号 三条市公民館条例の一部改正
について

公民館の施設をより活用しやすいものとするため、営利目的の使用に
係る許可に関する規定の整備を行うことから、必要な改正を行うもの 
施行期日：令和３年４月１日

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第４号 三条市歴史民俗産業資料館条
例の一部改正について

新たな三条市立図書館の設置後、現在の三条市立図書館の建物を
三条市歴史民俗産業資料館の別館として活用することから、必要な
改正を行うもの　
施行期日：規則で定める日

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

そ
の
他

議第５号 市道路線の認定について 認定路線 ２路線 延長 196.5ｍ 経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第６号 図書館等複合施設建設本館建築
本体工事請負契約の締結について

鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 地上３階建　延べ面積 4,388.90 ㎡　
契約金額 14億5,629万円　契約者 福田・桑原・長谷川興産特定共同企業体 市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 同　

意

議第７号
図書館等複合施設建設多目的
ホール建築本体工事請負契約
の締結について

鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 平屋建　延べ面積 723.83 ㎡ 
契約金額 3億5,695万円　契約者 加賀田・米山特定共同企業体 市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 同　

意

議第８号 図書館等複合施設建設電力設
備工事請負契約の締結について

電力設備工事 一式
契約金額 2億9,150万円　契約者 大方・須藤・大原特定共同企業体 市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 同　

意

議第９号 図書館等複合施設建設空調設
備工事請負契約の締結について

空調設備工事 一式　契約金額 3億1,790万円
契約者 ナガオケ・サカエシステム特定共同企業体 市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 同　

意

議第10号 動産の取得について 普通旋盤 ９台　取得金額 5,995万円　契約者 株式会社Ｗ＆Ｎ 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 同　
意

議第11号 動産の取得について 立形マシニングセンタ ２台
取得金額 2,101万円　契約者 株式会社Ｗ＆Ｎ 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 同　

意

議第12号 動産の取得について 教育用タブレット端末 4,738台　取得金額 2億795万820円　
契約者 株式会社ジム・コンピュータ・サービス 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 同　

意

予　
算

議第13号 令和２年度三条市一般会計補
正予算

新型コロナウイルス感染症対応に係る国の補助金等を活用し、事業者
の感染症対策に必要な事業環境の整備やＷｅｂを活用した販路開拓
などを支援するとともに、新型コロナウイルス感染症により影響を受
けた事業者および個人への支援を行うほか、保育所等における感染拡
大防止に必要な物資の購入などについて、必要な予算措置を行うもの
補正額6億6万9,000円　
補正後の額 636億2,463万7,000円

総務文教常任委員会
市民福祉常任委員会
経済建設常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第14号 令和２年度三条市国民健康保
険事業特別会計補正予算

国の補助金を受け、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が
減少した世帯に対して国民健康保険税の減免を行い、収納済みの令
和元年度分の保険税を還付するもの
補正額 2,050万3,000円　
補正後の額  85億8,175万3,000円

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第15号 令和２年度三条市介護保険事
業特別会計補正予算

国の補助金を受け、新型コロナウイルス感染症の影響により収入が
減少した世帯の65歳以上の者に対して介護保険料の減免を行い、
収納済みの令和元年度分の保険料を還付するほか、令和元年度の
介護給付実績による国庫負担金等の償還金および令和元年度決算
に伴う剰余金等の介護給付費準備基金への積立金を措置するもの 
補正額1億5,019万3,000円　
補正後の額 104億3,139万3,000円

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

会　  　派　　 名
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区分 番　号 件　　　　名 概　　　　要 審査した委員会 7 6 3 2 1
 〔市長提出〕

予
算 議第16号 令和２年度三条市下水道事業

会計補正予算（第１号）

雨水調整池用地に供する土地を取得するため、重要な資産の取得お
よび処分に関する条項を追加するもの
１ 取得する資産の種類 土地　２ 取得する資産の名称及び数量
(1)西大崎雨水調整池用地 三条市西大崎二丁目地内 7,232.46㎡
(2)下坂井雨水調整池用地 三条市下坂井地内 12,078.00㎡

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

そ
の
他

議第17号
令和元年度三条市水道事業会
計未処分利益剰余金の処分に
ついて

１当年度未処分利益剰余金 5,716万3,359円
２利益剰余金処分額 利益積立金 5,716万3,359円
３翌年度繰越利益剰余金 0 円

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

予　
算

議第18号 令和２年度三条市一般会計補
正予算

国の臨時交付金を活用し、新型コロナウイルス感染症の影響を受け
る事業者を支援するため、事業活動を行う上で必要となるＰＣＲ検査
に係る費用の一部を助成するほか、感染症の影響が長期化している
ことから事業継続等支援補助金を拡充するため、必要な予算措置を
行うもの
補正額　3億4,318万円
補正後の額　639億6,781万7,000円

総務文教常任委員会 
経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議第19号 令和２年度三条市一般会計補
正予算

中国の長江流域で発生した洪水により甚大な被害を受けた重慶市
巴南区に見舞金を送るため、必要な予算措置を行うもの
補正額　101万1,000円
補正後の額　639億6,882万8,000円

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

報　
告 報第１号

専決処分報告について
（令和２年度三条市一般会計補
正予算）

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化していることから、臨時交
付金を活用し、感染症の影響を受ける事業者に対する支援を拡充す
るため、必要な予算措置を行ったもの
補正額　3億1,142万2,000円
補正後の額　630億2,456万8,000円
専決処分日：令和２年８月４日

総務文教常任委員会 
経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 承　

認

決　
算

認定
第１号

令和元年度決算の認定について
（三条市一般会計及び各特別会計）

（一般会計）　支出済額　520億4,062万4,179 円
（特別会計）　支出済額　221億9,319万1,125 円 決算審査特別委員会 ○ ○ × ○ × 認　

定

認定
第２号

令和元年度決算の認定について
（三条市水道事業会計）

収益的収支決算額　支出 19億8,882万9,186 円
当年度純利益　5,716万3,359 円
有収率　90.1％

決算審査特別委員会 ○ ○ 〇 ○ 〇 認　
定

 〔議員発案〕

意
見
書

議員発案 
第１号

新型コロナウイルス感染症の
影響に伴う地方財政の急激な
悪化に対し地方税財源の確保
を求める意見書の提出につい
て

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、地方税財源の確保を要
望する意見書を提出するもの
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総
務大臣、財務大臣、経済産業大臣、経済再生担当大臣、まち・ひと・し
ごと創生担当大臣

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議員発案 
第２号

30人以下学級実現、義務教育
費国庫負担制度の２分の１復元
に係る意見書の提出について

学級規模を30人以下とし、義務教育費国庫負担割合を復元するよう
要望する意見書を提出するもの
提出先：内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議員発案 
第３号

新型コロナウイルス感染症対
策の強化、少人数学級の実現と
教員の抜本的増員を求める意
見書の提出について

20人程度の少人数学級の実施と小中高の教員の増員を要望する意
見書を提出するもの
提出先：内閣総理大臣、文部科学大臣

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議員発案 
第４号

コロナ禍における私立高校生
の学びを保障し私立高校の教
育環境整備を図るため、私学助
成増額・拡充を求める意見書の
提出について

私立高校生への就学支援金制度を拡充することなどの実現を要望する意
見書を提出するもの
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文
部科学大臣

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議員発案 
第５号

コロナ禍における私立高校生
の学びを保障し私立高校の教
育環境整備を図るため、私学助
成増額・拡充を求める意見書の
提出について

私立高校生への県独自の学費軽減制度を拡充することなどの実現を
要望する意見書を提出するもの
提出先：新潟県知事

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

 〔請願〕

請　
願

請願 
第10号

30人以下学級実現及び義務教
育費国庫負担制度の復元を求
める請願

学級規模を30人以下とし、義務教育費国庫負担割合を復元するよう
要望する意見書の提出を求めるもの 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 採　

択

請願 
第11号

新型コロナ対策強化と少人数
学級の実現と教員の増員を求
める請願

20人程度の少人数学級の実施と小中高の教員の増員を要望する意見
書の提出を求めるもの 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 採　

択

請願 
第12号

コロナ禍における学びを助成
し、私学助成の拡充を求める請
願

私立高校における学費と教育条件の公私間格差を是正するため、私学
助成の充実を要望する意見書の提出を求めるもの 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 採　

択

請願 
第13号

消費税率５％以下の引下げを求め
る請願 消費税５％以下への引下げを要望する意見書の提出を求めるもの 総務文教常任委員会 × × 〇 × 〇 不

採択

※１　９月８日佐藤宗司議員（無所属）逝去により、無所属議員数を１人に変更

会　  　派　　 名
(下段は所属議員数）

議　　　　案

議

決

結

果

令和2年
（2020年）

9

　
９
月
定
例
会
は
、９
月
２
日
か
ら
25
日
ま
で

の
24
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
は
、「
三
条
市
大
崎
会
館
条

例
の
制
定
」な
ど
の
条
例
案
件
、市
道
路
線
の

認
定
、「
図
書
館
等
複
合
施
設
建
設
本
館
建
築

本
体
工
事
」な
ど
の
請
負
契
約
の
締
結
、「
教

育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
」な
ど
の
動
産
の
取

得
、事
業
者
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
必
要
な
事
業
環
境
の
整
備
や

Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
販
路
開
拓
へ
の
支
援
に

係
る
補
助
金
な
ど
約
９
億
４
４
０
０
万
円
を

盛
り
込
ん
だ「
令
和
２
年
度
三
条
市
一
般
会
計

補
正
予
算
」、ま
た
、令
和
元
年
度
の
各
会
計

に
お
け
る
決
算
の
認
定
な
ど
22
件
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
議
案
は
、各
常
任
委
員
会
な
ら

び
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
な
ど
で
の
審
査

を
経
て
、採
決
の
結

果
、全
て
原
案
の
と

お
り
可
決
、同
意
、

承
認
ま
た
は
認
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
請
願

の
採
択
に
伴
い
、関

係
行
政
庁
へ
意
見

書
を
提
出
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

ここでは議会にまつわる豆ちしきを掲載しています。参考にしてください。

上の表は各議案についての賛否一覧を掲載しています。三条市役所の 4 階と 5 階で会議がおこなわれています。 23



採決の様子

9月定例会では
4会派が大綱質疑を
行いました。

 Check!

QQ

QQ

Q

こ
の
条
例
の
制
定
に
よ
っ
て
、
今
後
の

大
崎
地
区
に
お
け
る
公
民
館
活
動
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
指
定
管
理
者

の
選
定
等
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
ず
、
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
地
元
と
意
見
交
換
を
行

い
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
き
た
こ
と
か

ら
、
非
公
募
に
よ
り
地
元
の
大
崎
地
区

自
治
会
長
協
議
会
や
大
崎
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
新
た
に
組
織
さ

れ
る
予
定
の
団
体
を
想
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
民
館
活
動
は
、
先
に
述
べ
た

新
た
な
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
。

こ
の
条
例
制
定
で
大
崎
公
民
館
が
大
崎

会
館
分
館
と
な
る
。
公
民
館
事
業
は
維

持
で
き
る
の
か
。

地
元
と
意
見
交
換
を
行
い
事
業
を

進
め
て
き
た
。
現
在
の
公
民
館
活

動
は
指
定
管
理
者
が
主
体
と
な
り
実
施

し
て
い
く
予
定
だ
。

QQ

三
条
市
大
崎
会
館
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
第

1
号

三
条
市
公
民
館
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
第

3
号

令
和
元
年
度
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

認
定

第
1
号

専
決
処
分
報
告
に
つ
い
て

（
令
和
２
年
度
三
条
市
一
般

会
計
補
正
予
算
）

三
条
市
指
定
居
宅
介
護
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

図
書
館
等
複
合
施
設
建
設

本
館
建
築
本
体
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

図
書
館
等
複
合
施
設
建
設

多
目
的
ホ
ー
ル
建
築
本
体

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

報
第

1
号

議
第

２
号

議
第

6
号

議
第

7
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
企
業
支
援
事
業
費
、
事
業
継
続

等
支
援
補
助
金
に
つ
い
て
、
感
染
症
の

影
響
は
さ
ら
に
長
引
く
と
想
定
さ
れ
る

が
、
対
象
期
間
を
さ
ら
に
延
長
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

対
象
期
間
を
検
討
す
る
際
の
判
断

指
標
で
あ
る
国
の
雇
用
調
整
助
成

金
の
特
例
措
置
の
期
間
が
12
月
末
ま
で

延
長
さ
れ
る
こ
と
と
、
市
内
企
業
の
先

行
き
の
業
況
感
が
大
き
く
改
善
し
て
い

な
い
と
い
う
見
通
し
が
今
も
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
対
象
期
間
を
12
月
末
ま

で
延
長
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

市
内
の
介
護
事
業
者
の
人
材
確
保

の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
。

人
材
確
保
が
難
し
い
と
、捉
え
て
い
る
。

使
用
が
営
利
目
的
の
場
合
、
10
倍
の

金
額
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の

「
営
利
目
的
」
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う

こ
と
を
指
す
の
か
。
ま
た
、
そ
の
利
用
は

ど
の
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

「
営
利
目
的
」
と
は
、
商
品
を
販

売
し
、
ま
た
は
宣
伝
す
る
行
為
の

こ
と
で
あ
る
。

　

営
利
目
的
の
利
用
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
と

見
込
ん
で
い
る
。

商
工
費
の
キ
ッ
ザ
ニ
ア
事
業
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
何
回
実
施
し
て

い
る
の
か
、
体
験
す
る
仕
事
は
変
化
し

て
い
る
か
。

平
成
２６
年
度
か
ら
実
施
し
６
回
目

と
な
る
。
令
和
元
年
度
は
工
場
を

取
材
す
る
仕
事
、
鍛
冶
職
人
の
仕
事
、

デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
、
会
社
・
公
務
員
の

仕
事
の
４
つ
の
区
分
で
計
１２
コ
ー
ス
設

け
た
。
内
容
は
子
ど
も
た
ち
の
反
応
を

見
て
随
時
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

感
染
予
防
環
境
整
備
補
助
金
に
つ

い
て
、
感
染
症
予
防
対
策
の
た
め
に

必
要
な
経
費
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

県
内
の
三
密
対
策
支
援
金
の
対
象

と
な
ら
な
い
事
業
所
の
感
染
予
防

に
要
し
た
経
費
を
対
象
と
し
た
も
の
。

レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
に
か
か
っ
た
工
事

費
、
備
品
購
入
費
、
飛
沫
防
止
用
の

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
購
入
費
、
テ
レ

ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
に
か
か
る
経
費
を

想
定
し
て
い
る
。

営
業
力
強
化
支
援
補
助
金
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
経
費
を
想
定
し

て
い
る
か
。

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
今
後
は

オ
ン
ラ
イ
ン
を
中
心
と
し
た
営
業

が
予
測
さ
れ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
な
い
、
今
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
自
社
の
強
み
を
生
か
し
切
れ
て

い
な
い
、
外
国
語
対
応
が
で
き
て
い
な

い
な
ど
の
弱
点
を
補
足
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
の
営
業
力
の
向
上
を
図
る
目
的

で
実
施
す
る
も
の
。
具
体
的
に
は
制
作

会
社
へ
の
委
託
料
、
サ
ー
バ
ー
設
置
費

用
、
多
言
語
化
に
係
る
音
訳
費
用
な
ど

で
あ
る
。

歳
入
歳
出
決
算
審
査
意
見
書
の
結

び
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
一
般
的

に
言
う
と
こ
ろ
の
依
存
財
源
の
活
用
な

ど
に
よ
る
健
全
財
政
の
堅
持
う
ん
ぬ
ん

と
い
う
表
現
の
示
唆
す
る
と
こ
ろ
を
お

聞
か
せ
願
い
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

当
初
予
算
で
は
基
金
繰
入
金
を

23
億
円
余
り
見
込
ん
で
い
た
が
、

繰
り
入
れ
が
10
億
円
で
済
ん
だ
要
因
は

何
か
。市

税
や
地
方
交
付
税
で
予
算
額
を

上
回
る
収
入
が
あ
っ
た
ほ
か
、
除

雪
業
務
費
や
ふ
る
さ
と
三
条
応
援
寄
附

金
推
進
事
業
費
等
の
不
用
額
が
生
じ
た

た
め
。

Q

Q

予
定
価
格
に
対
し
85
％
や
90
％
の

業
者
が
、
最
低
制
限
価
格
を
下
回

り
失
格
と
な
っ
た
。
予
定
価
格
と
最
低

制
限
価
格
と
の
差
が
小
さ
す
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
。

従
来
、
入
札
額
変
動
型
最
低
制
限

価
格
方
式
を
採
用
し
て
い
た
が
、

今
年
度
か
ら
は
、
国
の
低
入
札
価
格
調

査
基
準
の
運
用
に
準
じ
た
中
央
公
共
工

事
契
約
制
度
運
用
連
絡
協
議
会
モ
デ
ル

に
よ
り
算
出
を
し
た
た
め
。

Q

本
体
工
事
の
屋
根
周
り
に
一
部
融
雪

ヒ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

過
去
の
事
例
か
ら
、
急
な
積
雪
の
場
合
、

落
雪
事
故
な
ど
に
対
応
で
き
る
の
か
。

積
雪
荷
重
を
２
メ
ー
ト
ル
に
設
定

し
、
軒
先
は
耐
雪
型
の
屋
根
と
し

て
い
る
。
出
入
口
付
近
な
ど
に
融
雪

ヒ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
落
雪
が
人
に
当

ら
な
い
設
計
に
な
っ
て
い
る
。

Q

令
和
２
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

13
号

Q

影
響
に
よ
り
自
主
財
源
の
大
幅
な
伸
び

が
見
込
め
な
い
。
国
庫
支
出
金
の
活
用

な
ど
で
健
全
な
財
政
運
営
の
堅
持
に
努

め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

令和２年９月２日現在
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日
本
共
産
党

議
員
団

自
由
ク
ラ
ブ

01

02

TOU RON

議案に対して

意見を

主張します。

ダイ
ジェスト！

Q A＆

9月定 例 会
一 般 質 問ダイジェスト！

よ
う
や
く
新
潟
市
よ
り
加
茂
市
下
条

川
周
辺
ま
で
完
成
し
通
行
が
可
能
と

な
り
、令
和
５
年
の
県
央
基
幹
病
院
の
開
院

に
間
に
合
う
よ
う
、昨
年
、22
億
円
と
い
う

大
型
予
算
を
付
け
て
、現
在
、構
造
物
の
工

事
が
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
る
。問
題
は
そ
の

先
の
県
道
塚
野
目
代
官
島
線
よ
り
、信
濃
川

下
流
橋
の
建
設
、国
道
８
号
へ
の
計
画
法
線

が
控
え
て
い
る
が
、い
ま
だ
に
事
業
認
可
が

下
り
て
い
な
い
。三
条
市
の
交
通
渋
滞
解
消

に
は
、一
日
も
早
く
事
業
認
可
を
得
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、事
業
認
可
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

県
道
塚
野
目
代
官
島
線
ま
で
の
延
長

4.
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、令

和
５
年
度
を
め
ど
に
全
線
供
用
開
始
を
考

え
て
い
る
。塚
野
目
代
官
島
線
か
ら
先
の

國
定
市
長
の
公
務
と
政
務
の
判
断
基
準

お
よ
び
優
先
順
位
は
。

自
分
な
り
の
適
切
な
判
断
で
対
処
し
て

い
る
。

政
治
活
動
と
選
挙
活
動
の
認
識
は
。

時
と
し
て
交
わ
り
時
と
し
て
交
わ
ら
な
い
。

前
期（
21
期
）は
赤
字
で
あ
っ
た
が
、今

後
の
読
み
と
展
開
は
。

経
営
計
画
を
作
っ
て
い
る
。

三
条
市
は「
健
全
財
政
」か
。

基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
の
で
極
め
て

健
全
。

経
常
収
支
比
率
の
算
式
か
ら
分
母
の

臨
財
債
を
カ
ッ
ト
し
た
ら
１
０
０
％
を

超
え
る
の
で
は
。

そ
の
様
に
は
認
識
し
て
い
な
い
。

国
道
４
０
３
号
バ
イ
パ
ス
の

県
道
塚
野
目
代
官
島
線
か
ら

信
濃
川
下
流
橋
へ
の
事
業

認
可
の
見
通
し
に
つ
い
て

「
不
都
合
な
真
実
」
國
定
市

長
の
公
務
と
政
務
に
つ
い
て

株
式
会
社
下
田
郷
開
発

（
い
い
湯
ら
て
い
）に
つ
い
て

Q

QQ 事
業
認
可
の
見
通
し
は
、現
段
階
で
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
感
を
答
え
る
環
境
に
は
な
い
。事

業
認
可
に
つ
い
て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
同
盟
会

等
に
よ
る
要
望
を
進
め
る
と
と
も
に
、国
県

か
ら
理
解
を
い
た
だ
く
べ
く
、引
き
続
き
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

Q
「
不
都
合
な
真
実
」
三
条
市
の

財
政
状
況
に
つ
い
て

Q

前
期
、借
金
を
89
億
円
返
済
し
た
が
、

そ
の
分
借
金
の
残
高
も
減
っ
た
の
か
。

借
金
を
１
０
７
億
円
し
た
の
で
減
っ
て

い
な
い
。

市
は
、助
成
制
度
に
つ
い
て
、個
人
資

産
に
補
助
は
で
き
な
い
と
し
、他
市
で

は
実
施
し
て
い
る
の
に
拒
否
し
て
き
た
。消

費
増
税
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
が
出
始

め
た
小
規
模
業
者
の
需
要
喚
起
の
た
め
今

こ
そ
制
度
創
設
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
合
的
に
勘
案
し
支
援
制
度
は
や
ら

な
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

Q
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て

令
和
元
年
度
三
条
市
成
人
式

に
つ
い
て

厚
労
省
は
、高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど

に
積
極
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
呼
び

Q

か
け
た
。市
は
65
歳
以
上
に
助
成
を
行
っ
て

い
る
が
、子
ど
も
に
つ
い
て
助
成
は
行
な
わ

な
い
の
か
。

国
等
か
ら
対
応
が
示
さ
れ
た
場
合
、そ

れ
に
従
い
対
応
す
る
。

３
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
成
人
式
が

11
月
に
延
期
に
な
っ
て
い
る
。対
象
者

の
中
に
は
県
外
お
よ
び
首
都
圏
に
居
住
し

て
い
る
人
も
多
数
い
る
。新
型
コ
ロ
ナ
の
現

状
を
踏
ま
え
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

成
人
式
実
行
委
員
会
の
考
え
を
踏
ま

え
総
合
的
に
判
断
を
し
た
い
。式
典
の

約
１
か
月
前
に
案
内
状
を
送
付
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
10
月
上
旬
に
一
定
の
結
論
を
出
す
。

認
定
第
1
号

令
和
元
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
決
算
に
対
し
次
の
理
由
で

反
対
す
る
。

一
般
会
計
の
各
款
に
わ
た
る
一
般
任
用
職
員

報
酬
は
本
来
正
規
職
員
で
行
な
っ
て
い
た
業

務
を
非
正
規
労
働
者
に
置
き
換
え
た
も
の
で

あ
る
。行
政
が
率
先
し
て
不
安
定
雇
用
を
進

め
る
も
の
で
あ
り
容
認
で
き
な
い
。

　

高
等
教
育
機
関
設
置
準
備
費
に
つ
い
て
、

三
条
市
立
大
学
へ
と
名
称
変
更
が
あ
り
８

月
末
予
定
の
設
置
認
可
は
ま
だ
下
り
て
い
な

い
。入
学
生
の
定
員
確
保
、難
易
度
の
高
い

大
学
と
い
う
期
待
が
持
て
な
い
。

　

青
年
就
農
者
育
成
事
業
委
託
料
を
市

内
・
県
内
・
県
外
と
も
一
人
の
研
修
生
も
確

保
で
き
な
か
っ
た
の
に
県
外
の
先
進
農
業
者

だ
け
に
委
託
料
を
支
払
っ
て
い
る
。三
条
市

に
お
い
て
研
修
後
に
就
農
し
た
青
年
就
農
者

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
等
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、指
導

援
助
は
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

さ
ん
じ
ょ
う
一
番
星
育
成
事
業
の
う
ち
学

び
の
マ
ル
シ
ェ
の
内
容
は
学
校
教
育
が
担
う

べ
き
も
の
で
あ
り
、公
教
育
が
業
者
に
委
託

し
て
丸
投
げ
す
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な

ら
な
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
つ
い
て

認
定
第
1
号

令
和
元
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
令
和
元
年

度
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
認
定
に
賛
成
す
る
。

　

認
定
を
行
う
決
算
に
係
る
歳
入
歳
出
予

算
は
妥
当
な
も
の
と
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ
て

お
り
、そ
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、趣
旨
お
よ

び
目
的
に
沿
っ
て
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、重
大
な
瑕
疵
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

今
回
新
た
に
反
対
理
由
に
付
け
加
え
ら

れ
た
青
年
就
農
者
育
成
事
業
に
つ
い
て
も
、

市
と
の
契
約
に
基
づ
く
事
業
内
容
を
適
切

に
行
っ
て
お
り
、目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い

と
す
る
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

も
、制
度
自
体
に
反
対
と
い
う
理
由
は
成
り

立
た
な
い
。

　

た
だ
、予
算
執
行
に
つ
い
て
指
摘
を
す
る

と
、繰
越
額
、未
執
行
額
、不
用
額
が
あ
ま
り

に
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。一
般
会
計
に
お
け

る
歳
出
執
行
率
9
0
.
6
％
と
い
う
結
果

は
、予
算
編
成
時
の
事
業
内
容
と
積
算
の
精

査
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
表
れ
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
基
幹
収
入
で
あ
る
市

税
の
減
収
が
予
想
さ
れ
る
中
、現
在
の
財
政

情
況
は
、国
の
示
す
各
種
指
標
を
ク
リ
ア
し

て
い
る
も
の
の
、決
し
て
良
い
数
値
で
あ
る

と
は
言
い
難
く
、さ
ら
な
る
財
政
状
況
の
改

善
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
望
む
。

請
願
第
13
号

消
費
税
率
5
％
以
下
の
引
き
下
げ
を

求
め
る
請
願

　

請
願
第
13
号
に
つ
い
て
は
委
員
長
報
告
に

賛
成
す
る
。

は
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
立
場
か
ら
反
対

す
る
。

請
願
第
13
号

消
費
税
率
5
％
以
下
の
引
下
げ
を

求
め
る
請
願

消
費
税
５
％
以
下
の
減
税
を
求
め
る
請
願
は

願
意
妥
当
で
あ
り
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。景

気
後
退
か
ら
の
特
効
薬
は
消
費
税
減
税
だ
。

Q

Q
野
生
動
物
被
害
の
実
態
と
対

策
に
つ
い
て

今
後
猿
、熊
の
出
没
が
増
え
る
季
節
だ

が
対
策
は
ど
う
か
。

猿
、イ
ノ
シ
シ
の
出
没
地
域
が
広
が
り
、

熊
の
出
没
多
発
も
懸
念
さ
れ
る
。熊
の

出
没
は
災
害
と
捉
え
、マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
迅
速
に
対
応
す
る
。

Q

Q
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農
業
施
策
に
つ
い
て

産
後
う
つ
に
つ
い
て

無
電
柱
化
の
推
進
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
は
妊
娠
、産
後
ケ
ア
か
ら

の
支
援
に
広
が
っ
て
い
る
。産
後
う
つ
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
、養

育
支
援
訪
問
事
業
な
ど
を
通
じ
、産

後
の
母
親
と
子
ど
も
へ
の
支
援
を
行
っ
て
き

た
。今
後
、産
後
ケ
ア
事
業
に
係
る
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
つ
つ
、必
要
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
。

Q

保内公園と里山

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
し
続

け
る
た
め
に
、地
域
の
集
い
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。見
守
り
サ
ー
ビ
ス
は

ど
の
よ
う
に
募
集
し
て
い
る
か
。

さ
ん
ち
ゃ
ん
健
康
サ
ー
ク
ル
な
ど
地
域

の
場
と
し
て
市
が
支
援
し
て
い
る
。高

齢
者
の
見
守
り
は
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
応
援
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
願
い
し
て
い
る
。

映
画「
瞽
女
Ｇ
Ｏ
Ｚ
Ｅ
」の
感
想
と
記
念

事
業
の
開
催
、記
念
グ
ッ
ズ
な
ど
に
つ
い

て
問
う
。

映
画
は
ま
だ
見
て
い
な
い
。記
念
事
業
は

延
期
し
現
在
調
整
中
。記
念
グ
ッ
ズ
は

検
討
し
た
い
。

１
社
に
委
託
と
な
る
リ
ス
ク
は
な
い
の
か
。

厳
正
な
審
査
の
上
で
業
者
選
定
し
て
お

り
リ
ス
ク
は
な
い
。

高
齢
者
の
健
康
と
見
守
り
に

つ
い
て

名
誉
市
民
小
林
ハ
ル
さ
ん

生
誕
１
２
０
周
年

学
校
給
食
調
理
場
の
業
務
委
託

Q

QQ

Q

Q

Q

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

売
上
減
少
が
前
年
比
50
％
未
満
の
事

業
所
に
も
支
援
金
を
給
付
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

一
律
給
付
と
い
う
よ
り
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
者
ご
と
に
住
民
税
減
免
や
、固
定

費
等
を
支
援
し
て
い
る
。

家
賃
補
助
の
住
居
確
保
給
付
金
の
取

り
扱
い
が
少
な
い
。ど
う
し
て
か
。

申
請
件
数
は
４
件
で
支
給
決
定
は

１
件
。制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

QQ

少
人
数
学
級
を
促
進
す
べ
き
で
な
い
か
。

市
内
で
は
、ほ
ぼ
35
人
以
下
学
級
で
編

成
し
て
い
る
。今
後
も
県
に
教
職
員
の

定
数
増
員
を
求
め
て
い
く
。

Q

小林ハルさん

薪ストーブ

電柱のない道路 電柱のある道路

外
食
・
業
務
用
米
の
需
要
が
激
減
し
て

い
る
。家
庭
用
米
も
需
要
量
減
少
が
続

く
も
と
で
、米
価
が
下
落
し
た
。米
は
国
民

の
主
食
で
あ
る
。JA
等
と
協
力
し
国
に
米
価

の
安
定
を
求
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

米
政
策
は
国
の
施
策
で
あ
る
が
、JA
や

国
交
省
も
積
極
的
に
無
電
柱
化
を
進

め
て
お
り
、令
和
２
年
新
規
補
助
制
度

と
し
て
、概
要
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、今
ま
で

と
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
点
と
、こ
れ
に
対

す
る
三
条
市
の
姿
勢
は
ど
う
か
。

新
規
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、地
方
公

共
団
体
が
策
定
し
た
無
電
柱
化
推
進

計
画
に
基
づ
く
事
業
を
計
画
的
か
つ
集
中

的
に
支
援
す
る
た
め
の
個
別
補
助
制
度
と

し
て
創
設
さ
れ
た
が
、補
助
率
等
に
つ
い
て

は
、従
前
の
防
災
・
安
全
交
付
金
に
よ
る
補

助
と
変
わ
ら
な
い
。

Q

米
の
検
査
制
度
見
直
し
が
政
府
の
規

制
改
革
推
進
会
議
で
始
ま
っ
て
い
る
。

需
給
調
整
の
仕
組
み
を
維
持
し
て
い
る
の

が
検
査
制
度
で
あ
る
と
思
う
が
、ど
う
考

え
る
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
中
、動
き
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

Q

ま
き
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
に

支
援
を

里
山
を
含
め
た
保
内
公
園
の

魅
力
に
つ
い
て

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
今
後
の
対
応
策
に

つ
い
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
進

め
る
た
め
に
ま
き
ス
ト
ー
ブ
設
置
に

対
し
、補
助
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
推
進
協
議
会
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Q

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
全
国
に
飛

び
火
し
、県
央
地
域
に
お
い
て
も
油
断

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
費

用
の
一
部
負
担
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

地
域
経
済
を
回
復
軌
道
に
乗
せ
て
い
く

た
め
、市
内
事
業
者
の
う
ち
県
外
へ
の

出
張
や
県
外
か
ら
の
来
訪
者
に
対
応
す
る

従
業
員
等
が
受
け
る
民
間
検
査
機
関
の
行

う
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て
、費
用
の
一
部
を
負

担
す
る
制
度
を
今
回
創
設
し
、本
定
例
会
に

追
加
議
案
と
し
て
提
出
す
る
。

保
内
三
王
山
古
墳
群
の
散
策
路
が
整

備
さ
れ
、観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
増
え
た
。保

内
公
園
に
は
緑
の
相
談
所
、熱
帯
植
物
園
、

四
季
の
植
物
が
み
ら
れ
る
散
策
コ
ー
ス
な
ど

が
あ
る
。里
山
を
含
め
た
保
内
公
園
の
魅
力

を
市
民
に
紹
介
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
内
地
域
に
は
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
、

道
の
駅
な
ど
魅
力
的
な
拠
点
が
混
在

し
て
い
る
。里
山
を
観
光
資
源
と
す
る
と
と

も
に
、造
園
業
の
歴
史
と
里
山
の
関
係
性
に

着
目
し
、ス
ト
ー
リ
ー
感
を
持
っ
て
結
ぶ
な

ど
、保
内
地
域
全
体
を
市
内
外
に
向
け
て
情

報
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

市
の
交
代
制
勤
務
の
検
証
と
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
問
う
。

影
響
は
あ
っ
た
が
市
民
の
理
解
で
問
題

は
な
か
っ
た
。多
様
な
働
き
方
と
い
う

観
点
か
ら
も
今
後
検
討
を
進
め
る
。

第
三
次
公
募
の
状
況
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
つ
い
て
問
う
。

申
し
込
み
は
な
い
。今
後
は
一
般
財
団

法
人
日
本
立
地
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
早

期
の
完
売
を
目
指
す
。現
在
内
定
辞
退
は
な

い
が
、売
買
契
約
後
の
支
払
い
な
ど
に
配
慮

し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

工
業
流
通
団
地

Q

Q

地
域
へ
の
譲
渡
や
廃
止
・
解
体
を
検
討

す
る
施
設
の
進
捗
を
問
う
。

名
下
多
目
的
集
会
施
設
は
調
整
中
。相
互

理
解
と
合
意
形
成
が
重
要
と
考
え
る
。

公
共
施
設
再
配
置
計
画

Q

今
年
度
の
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う
。

予
算
１
０
０
０
万
円
に
対
し
申
請
は

40
件
約
３
３
０
０
万
円
。評
価
項
目
に

よ
り
12
件
９
９
５
万
円
を
交
付
決
定
、二
次

配
分
は
考
え
て
い
な
い
。効
果
を
検
証
し
必

要
に
応
じ
見
直
し
を
行
う
。

農
業
機
械
等
導
入
補
助
金

Q

感
染
症
拡
大
で
受
験
勉
強
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
、感
染
リ
ス
ク
の
高
い
都

市
部
を
避
け
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
を

背
景
に「
地
元
志
向
の
高
ま
り
」と
の
予
測

が
あ
る
。ど
う
対
応
す
る
の
か

訪
問
先
の
各
高
校
で
も
地
元
志
向
が
高

ま
っ
て
い
る
と
の
話
を
聞
く
。特
に
県
内

か
ら
多
く
の
優
秀
な
受
験
生
を
確
保
す
る
た

め
、本
大
学
が
目
標
と
す
る
レ
ベ
ル
の
学
力
層

の
存
在
す
る
県
内
高
校
に
重
点
的
に
周
知
広

報
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

三
条
市
立
大
学
開
学
ま
で

あ
と
半
年

Q

関
係
団
体
と
情
報
を
共
有
し
対
策
を
考
え

て
い
き
た
い
。
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市
外
で
國
定
勇
人
と
書
い
た
顔
写
真
入

り
の
単
独
ポ
ス
タ
ー
が
目
立
つ
。軸
足

は
す
で
に
衆
議
院
予
定
候
補
者
。そ
れ
で
ま

と
も
に
三
条
市
長
が
務
ま
る
の
か
。い
つ
辞
め

る
の
か
。

ポ
ス
タ
ー
作
成
に
要
し
た
時
間
は
１
時

間
し
か
な
い
。市
長
辞
職
の
時
期
は
以
前

答
弁
し
た
通
り
。

三
条
市
が
始
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
充
実
を
図
る
よ
う
に
。

提
案
を
受
け
止
め
取
り
組
み
を
進
め
る
。

厚
労
省
が
提
供
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
を
普
及

す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
内
公
共
施
設
や
市
共
催
イ
ベ
ン
ト
時
に

ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
協
力
依
頼
等

を
行
い
、周
知
を
図
っ
て
い
る
。

Q

「
新
し
い
生
活
様
式
」
等
へ
の

対
応
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触

確
認
ア
プ
リ
の
普
及
に
つ
い
て

Q

Q

「
新
潟
大
学
工
学
部
レ
ベ
ル
の
学
生
を

集
め
た
い
」と
し
て
い
る
が
、一
定
レ
ベ

ル
の
学
生
を
確
保
す
る
た
め
の
具
体
策
は

あ
る
の
か
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
へ
の
周
知
広
報
を
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。試
験
科
目
に
難
易

度
の
高
い
数
学
と
物
理
を
設
定
す
る
こ
と
で

受
験
生
の
レ
ベ
ル
を
担
保
で
き
る
と
考
え
て
お

り
、試
験
日
を
国
公
立
大
学
の
前
期
・
中
期
日

程
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
併
願
を
抑
制
し
、高
偏

差
値
の
学
生
確
保
を
図
り
た
い
。

Q

６
０
０
名
超
の
学
生
た
ち
を
ま
ち
全

体
に
環
流
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

学
生
の
視
点
や
熱
量
を
引
き
出
す
こ
と

で
ま
ち
全
体
の
活
力
が
高
ま
る
と
感
じ

て
お
り
、地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
政
策
・
施

策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
動
に
も
学
生
と
の
交
わ
り
を
持
ち

多
彩
な
交
流
を
創
出
す
る
施
策
を
考
え
て
い

き
た
い
。

Q

感染症拡大の影響もなく、順調に建設工事が

進む来春開学予定の三条市立大学

市
長
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
は

な
い
。三
条
市
長
は
そ
ん
な
に

軽
い
も
の
か
。

三
条
市
に
愛
着
を
持
ち
誇
り

を
持
つ
子
ど
も
達
を
育
ま
せ

る
教
育
に
つ
い
て

三
条
市
立
大
学
、名
前
で
つ
ま

ず
き
開
学
も
あ
や
し
い
。ど
う

す
る
の
か
。

大
学
の
名
称
を
変
え
た
こ
と
で
特
色
が

出
せ
な
く
な
っ
た
。そ
の
上
８
月
末
の
設

置
認
可
が
下
り
な
か
っ
た
。こ
れ
で
来
年
春
の

開
学
は
大
丈
夫
か
。入
学
定
員
は
集
ま
る
の

か
。難
易
度
は
一
定
の
水
準
が
保
て
る
の
か
。

審
査
状
況
は
文
部
科

学
省
よ
り
一
切
公
表
し

な
い
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る

た
め
公
表
で
き
な
い
。認
可
は

10
月
中
旬
を
見
込
み
、さ
ま

ざ
ま
な
準
備
は
着
々
と
進
め

て
い
る
。

Q

３
密
対
策
に
つ
い
て
、市
役
所
庁
舎
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
し
た
の
か
伺
う
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
手
指
消
毒
液
の
設

置
や
換
気
お
よ
び
飛
沫
防
止
ス
ク
リ
ー
ン

の
配
置
、待
合
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
イ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
等
に
努
め
て
い
る
。

Q

行
政
の
Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い
て
、当
市
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
現
状
は
ど
う
か
。

住
民
記
録
や
財
務
会
計
な
ど
、行
政
が
利

用
す
る
ほ
ぼ
全
て
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
他
団
体
と
の
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
共
同
化
を

実
現
し
、大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
を
図
っ
て
い
る
。

Q

教
育
に
つ
い
て
、校
内
等
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
備
等
設
置
工
事
は
８
月

13
日
に
入
札
公
告
を
行
い
、８
月
31
日
の

開
札
で
受
注
者
が
決
定
し
、令
和
３
年
２
月
26

日
ま
で
に
竣
工
す
る
よ
う
進
め
る
。

Q

県
の
感
染
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

公
表
し
て
い
る
が
普
及
推
進
は
ど
う
考

え
る
か
。

県
の
導
入
に
向
け
た
準
備
が
整
い
次
第
、

市
内
の
公
共
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で
活
用
を
促
す
周
知

を
考
え
て
い
る
。

Q

飛沫防止スクリーンの配置

CHECK!
常任
委員会

詳
し
く
議
案
を

審
査
し
ま
す
！

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
開
会
式
の
規
模
を
縮
小
す
る

な
ど
し
て
開
催
予
定

総
務
文
教
常
任
委
員
会　

酒
井 

健 

委
員
長

市
民
福
祉
常
任
委
員
会　

名
古
屋 

豊 

委
員
長

三
条
市
立
大
学
実
習
機
械
は
長
く
使
っ
て
い
く
た
め
、

購
入
に
よ
り
導
入

リ
ー
ス
の
方
が
最
新
の
機
械
を
導
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
、検
討
す
る
余
地
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

実
際
リ
ー
ス
期
間
が
切
れ
た
と
き
に
は
、

そ
の
先
の
入
れ
替
え
で
最
新
の
機
械
を

入
れ
や
す
く
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、今
回
導

入
す
る
機
械
に
つ
い
て
は
最
新
の
も
の
を
追
い

求
め
る
よ
り
も
、長
く
使
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
購
入
に
よ
り
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

営
利
ま
た
は
営
業
目
的
と
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
か
。

商
品
を
販
売
ま
た
は
宣
伝
す
る
行
為
で

あ
る
が
、講
演
会
等
で
の
入
場
料
の
徴

収
や
関
連
書
籍
等
の
販
売
は
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

な
ど
で
行
う
場
合
も
あ
る
の
で
、申
請
時
に
内

容
を
確
認
し
判
断
し
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
運
営
委
託
料
に
つ
い
て
、

今
年
度
の
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
規
模

や
運
営
は
ど
う
か
。

昨
年
度
と
同
様
に
開
催
す
る
予
定
だ

が
、開
会
式
の
規
模
縮
小
や
簡
素
化
を

考
え
て
い
る
ほ
か
、受
付
を
省
略
す
る
た
め
に

ゼ
ッ
ケ
ン
等
の
事
前
郵
送
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
細
か
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、運
営
委
託

会
社
と
も
相
談
し
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で

こ
れ
ま
で
に
使
っ
た
一
般
財
源
は
ど
の
程

度
に
な
る
か
。

基
本
的
に
は
、交
付
金
の
範
囲
内
で
今
の

と
こ
ろ
は
収
ま
っ
て
い
る
。今
後
の
感
染

症
の
状
況
に
伴
い
、必
要
な
対
策
が
出
て
く
る

な
ら
ば
一
般
財
源
も
充
当
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ス
テ
ー
ジ
え
ん
が
わ
と
図
書
館
等
複
合

施
設
は
イ
メ
ー
ジ
が
違
う
気
が
す
る

が
、設
計
の
際
に
検
討
は
あ
っ
た
の
か
。

設
計
者
か
ら
は
、実
際
に
ま
ち
な
か
を
歩

き
ス
テ
ー
ジ
え
ん
が
わ
や
街
の
雰
囲
気

を
感
じ
取
っ
た
上
で
設
計
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

付託された全議案について、全員
異議なく原案の通り決定すべきもの
とした。

付託された全議案について、全員
異議なく原案の通り決定すべきもの
とした。

動
産
の
取
得
に
つ
い
て

三
条
市
大
崎
会
館
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

図
書
館
等
複
合
施
設

建
設
工
事
請
負
契
約
関
連

令
和
２
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
２
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

10
号

議
第

1
号

議
第

6
号～議第

9
号

議
第

13
号

議
第

18
号

Q

Q

Q

Q

Q

動
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
第

11
号

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
者
の
減
収
額
の

補
填
に
つ
い
て
、対
応
が
日
数
的
に
間
が

あ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、こ
れ
だ
け
の
も
の
に
つ

い
て
手
当
て
し
ま
す
と
い
う
よ
う
な
通
知
だ
け

で
も
出
す
こ
と
も
一つ
の
配
慮
で
は
な
い
か
。

Q

で
き
得
る
限
り
の
対
策
を
取
ら
せ
て
い

た
だ
き
、委
託
業
者
の
安
定
し
た
運
行

が
営
ま
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

融
雪
装
置
は
屋
根
全
体
に
は
付
い
て
い

な
い
よ
う
だ
が
、落
雪
や
積
雪
へ
の
対
応

は
ど
う
か
。

駐
車
場
と
の
間
に
緩
衝
帯
を
設
置
し
、

Q

ま
た
、融
雪
状
態
の
点
検
を
行
う
。

令
和
２
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

13
号

新型コロナウイル ス感染症の陽性者と接触（概ね1m以内で15分以上）した可能性が分かるアプリのこと。 1011



インターネットで市議会の
模様を配信しています。

ステップ !

定例会や臨時会の本会議の模様は、録画中継で

ご覧いただけます。なお、録画中継は正式な

会議録の公開前に、本会議での議員や市長等の

発言を動画で配信するものです。

SANJO CITY COUNCIL

INTERNET

VIDEO STREAM!!

SANJO
CITY

COUNCIL

お手持ちの
スマホ、

タブレットから
見てみよう！

（検索は会議名、議員名、会派名、
質問項目を対象としています。）

簡単

市議会をクリック

視聴したい会議を選択

インターネット
議会中継をクリック

インターネット
議会中継トップページへを

クリック

企
業
支
援
事
業
と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
を
助
成

経
済
建
設
常
任
委
員
会　

野
嵜
久
雄 

委
員
長

企
業
経
営
状
況
調
査
の
調
査
先
の
選
定

基
準
は
。

各
企
業
や
商
工
会
議
所
、商
工
会
、組
合

団
体
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
た
上
で

企
業
数
も
含
め
業
種
ご
と
に
選
定
し
た
。

こ
の
申
請
の
窓
口
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

窓
口
は
商
工
課
で
行
う
予
定
で
あ
る
。

Q

令
和
２
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

13
号

西
大
崎
雨
水
調
整
池
用
地
お
よ
び
下
坂

井
雨
水
調
整
池
用
地
の
貯
水
量
は
ど
の

ぐ
ら
い
を
見
て
い
る
の
か
。

現
段
階
で
具
体
の
貯
水
量
は
お
示
し
で

き
な
い
が
、既
存
幹
線
水
路
の
負
担
を
下
げ
、

浸
水
軽
減
に
つ
な
が
る
規
模
を
検
討
し
て
い
る
。

Q

令
和
２
年
度
三
条
市

下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

議
第

16
号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
企

Q

令
和
２
年
度
三
条
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第

18
号

業
支
援
事
業
費
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
助
成
金

に
つ
い
て
、商
工
会
議
所
か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に

対
す
る
助
成
の
要
望
が
出
て
い
る
が
、規
模

や
件
数
は
会
議
所
の
会
員
を
前
提
に
算
定
し

た
の
か
。

規
模
に
つ
い
て
は
要
望
を
い
た
だ
い
た
後
に

商
工
会
議
所
と
協
議
し
、並
行
し
て
三

条
市
の
製
造
業
や
卸
売
業
の
法
人
事
業
数
を

ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、事
業
所
ご
と
の
従
業
員

の
規
模
別
に
対
象
期
間
で
ど
の
程
度
の
出
張

な
ど
が
見
込
ま
れ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
の
数
字

を
に
ら
み
な
が
ら
相
談
、協
議
し
算
出
し
た
。

Q

付託された全議案について、全員
異議なく原案の通り決定すべきもの
とした。

決
算
審
査

特
別
委
員
会

決
算
認
定
の
た
め
に

特
別
に
設
置
さ
れ
る

委
員
会
。

各
種
取
組
の
結
果
、

時
間
外
勤
務
手
当
削
減

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る

生
活
保
護
の
開
始
は
な
し

総
務
文
教
分
科
会　

酒
井 

健 

主
査

市
民
福
祉
分
科
会　

名
古
屋 

豊 

主
査

時
間
外
勤
務
手
当
が
５
５
７
０
万
円
で

あ
る
が
、平
成
30
年
度
は
７
４
８
０
万
円

で
、約
１
９
０
０
万
円
削
減
さ
れ
て
い
る
。ど

う
し
て
１
９
０
０
万
円
余
り
も
削
減
で
き
た

の
か
。業

務
の
効
率
化
に
よ
っ
て
時
間
外
勤
務

数
を
減
ら
す
と
か
、同
じ
課
の
中
で
あ
れ

ば
係
内
同
士
で
融
通
し
合
う
、そ
れ
が
駄
目
で

あ
れ
ば
部
内
で
応
援
す
る
、併
せ
て
併
任
職
員

制
度
を
活
用
し
た
中
で
、時
間
外
勤
務
の
縮

減
に
取
り
組
ん
だ
結
果
と
捉
え
て
い
る
。

学
び
の
マ
ル
シ
ェ
で
学
ん
だ
子
ど
も
は
、

既
に
高
校
や
大
学
に
進
学
し
て
い
る
年

齢
に
な
っ
て
い
る
。教
育
委
員
会
と
し
て
成
果

を
把
握
し
て
い
る
か
。

高
校
入
学
に
関
し
て
は
中
学
校
を
卒
業

し
た
折
に
追
跡
調
査
を
し
、デ
ー
タ
を

持
っ
て
い
る
。大
学
進
学
に
関
し
て
も
学
び
の

マ
ル
シ
ェ
を
開
始
し
た
平
成
26
年
当
時
の
中

学
校
２
年
生
が
昨
年
度
初
め
て
大
学
に
進
学

し
た
こ
と
か
ら
、追
跡
調
査
を
始
め
て
い
る
。

Q

Q

救
急
搬
送
に
つ
い
て
、県
央
の
医
療
圏
で

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

新
潟
市
な
ど
圏
域
外
に
運
ば
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
、去
年
は
ど
の
ぐ
ら
い
あ
っ
た
の
か
。

令
和
元
年
で
は
３
６
１
０
人
を
救
急

搬
送
し
、そ
の
う
ち

県
央
の
医
療
圏
の
医
療

機
関
へ
搬
送
し
た
人
数

は
、7
6.
９
％
に
当
た
る

２
７
７
８
人
、県
央
医
療

圏
外
に
搬
送
し
た
人
数

は
、2
3.
１
％
に
当
た
る

８
３
２
人
だ
っ
た
。

Q

　

認
定
第
１
号
に
つ
い
て
、賛
成
多
数
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
え
ん
が
わ
に
つ
い
て
、光
熱
費

等
を
市
が
負
担
し
、売
り
上
げ
は
業
者

が
持
っ
て
い
く
形
に
な
っ
て
い
る
が
、今
後
も

こ
の
形
態
を
継
続
し
て
い
く
の
か
。

今
の
契
約
は
令
和
４
年
３
月
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、そ
れ
以
降
の
食
堂
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、ス
テ
ー
ジ
え
ん
が
わ
と
図
書

館
等
複
合
施
設
の
指
定
管
理
が
一
体
と
な
る

予
定
で
も
あ
り
、今
後
の
検
討
と
な
る
。

Q

採決の様子
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■3、6、9、12月・・・★定例会（全議員で構成する会議。上程された案件を審議）
上程：会議の日程に組み入れて、議題とし、審議の対象とすること
■必要に応じて・・・★臨時会（定例会では間に合わない場合に開催し、上程された案件を審議）
★各派代表者会議（各会派の代表者間の会議）
★議会運営委員会（議会の議事運営を協議）
★常任委員会（上程された案件を分野ごとに審査）
[総務文教、市民福祉、経済建設の3委員会]
★特別委員会（特定の案件の調査、研究を行う）
[高等教育機関調査特別委員会]
★全員協議会（市政に関する重要な事項等を協議または調整）
★常任委員協議会（常任委員会の所管に関する事項を協議または調整）
★議会報編集委員会（市議会だよりの編集）

次
の
会
議
が
傍
聴
で
き
ま
す

市議会の会議を見たいのですがQ

見れるんですね！どこに行けばいいのですか？Q

各種会議を公開しています！※１６歳未満の人は、成人の
　付き添いが必要です。A

定例会や臨時会の本会議は三条庁舎5階、その他は4階です。A

Let's Go!

三条市役所三条庁舎

傍聴席からの議場
（傍聴される方はマスクの着用をお願いします）

三条庁舎正面玄関前 エレベーターで５階または４階へ

受付簿に記入します

開催日は、

市ホームページ、

市議会だより等で

お知らせします。

5階議場の場合

会議の資料です

エレベーターを
降りて「左」へ

　

認
定
第
１
号
に
つ
い
て
、賛
成
多
数
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
し
た
。

　

認
定
第
１
号
は
賛
成
多
数
で
、認
定
第

２
号
は
全
員
異
議
な
く
認
定
す
べ
き
も
の
と

し
た
。

生
活
保
護
に
つ
い
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、状
況
の

変
化
は
あ
っ
た
の
か
。

三
条
市
に
お
い
て
は
、現
段
階
で
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
生
活
保
護
の
開
始
は
な
い
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
報
酬
に

つ
い
て
、予
算
60
万
円
が
決
算
で
は

１
０
０
万
円
に
な
っ
て
い
る
が
、隊
員
の
人
数

が
増
え
た
と
い
う
こ
と
か
。

出
動
に
応
じ
て
報
酬
を
支
払
う
も
の

で
、昨
年
度

は
熊
の
出
没
が

多
発
し
た
こ
と
に

よ
り
、出
動
回
数

が
増
え
た
関
係
で

こ
の
額
に
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。

Q

Q

し
か
け
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、事

業
開
始
か
ら
数
年
が
経
過
し
て
い
る

が
、盛
り
上
が
り
に
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。今
後
の
見
通
し
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

受
賞
者
が
テ
レ
ビ
に
出
演
し
た
り
、受

賞
作
品
の
動
画
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
開
し
た
り
す
る
こ
と
で
、も
の
づ
く
り
の

ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。ま
た
、図
書
館
栄
分
館
に
多
く
の
人
を
呼

び
込
む
こ
と
や
、市
民
か
ら
し
か
け
絵
本
作
り

に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
関
し
て

は
、今
後
も
新
た
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
で

き
る
の
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Q

社
会
資
本
包
括
的
維
持

管
理
事
業 

対
象
エ
リ
ア

拡
大
を
準
備

経
済
建
設
分
科
会　

野
嵜
久
雄 

主
査

商
工
業
活
性
化
事
業
費
の
起
業
家
等

育
成
支
援
事
業
委
託
料
に
つ
い
て
、地

元
で
の
起
業
は
何
社
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

こ
の
事
業
は
、市
外
、特
に
首
都
圏
を

中
心
と
し
た
起
業
家
か
ら
こ
の
地
域
に

入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ま
た
、地
元
で
の
起
業
に
つ
い
て
は
創
業
塾
ポ

ン
テ
キ
ア
と
し
て
別
の
取
り
組
み
が
あ
り
、令

和
元
年
度
ま
で
の
受
講
者
数
が
１
９
５
名
、そ

の
中
で
創
業
ま
で
つ
な
が
っ
た
方
が
64
名
と
い

う
状
況
で
あ
る
。

Q

社
会
資
本
包
括
的
維
持
管
理
事
業
費
に

つ
い
て
、対
象
エ
リ
ア
は
今
現
在
ど
こ
ま

で
か
。嵐

北
地
区
と
し
て
須
頃
、大
島
を
除
く

エ
リ
ア
と
、下
田
地
区
全
域
の
エ
リ
ア
の

２
本
で
発
注
し
て
い
る
。

Q

大
島
や
栄
地
区
の
エ
リ
ア
に
も
今
後
広

げ
て
い
く
の
か
。

令
和
３
年
度
か
ら
の
エ
リ
ア
の
拡
大
に

向
け
て
、未
実
施
エ
リ
ア
の
導
入
効
果
や

課
題
を
整
理
す
る
た
め
に
、国
の
先
導
的
官
民

連
携
支
援
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
円
滑
な
導

入
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
。

Q

「決算認定」とは、市の歳入

歳出予算の執行の実績で

ある決算の内容を審査し、

収入・支出が適正に行わ

れたかを確認することで、

法律で議会に与えられた

「権限」なのです。
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7月

7日
14日
21日
27日

8月

17日
21日

25日
26日

9月

1日
2日

4日
7日
8日

9日

10日
11日
14日
15日
16日
17日
23日
24日

25日

議会運営委員会
議会報編集委員会
議会報編集委員会
議会報編集委員会

全員協議会
令和２年度新潟県市議会議長会秋季定期総会
（妙高市）
市民福祉常任委員協議会
議案概要説明会
議会運営委員会

議会運営委員会
本会議[決算審査特別委員会設置～委員選任、
提案説明]
本会議[大綱質疑～委員会付託]
本会議[一般質問]
本会議[一般質問]
議会運営委員会
本会議[一般質問]
各派代表者会議
議会報編集委員会
市民福祉常任委員会
経済建設常任委員会
総務文教常任委員会
決算審査特別委員会市民福祉分科会
決算審査特別委員会経済建設分科会
決算審査特別委員会総務文教分科会
決算審査特別委員会
各派代表者会議
議会運営委員会
本会議[委員長報告～採決]

7日(月)
8日(火)
9日(水)
10日(木)
11日(金)
14日(月)
15日(火)
16日(水)
21日(月)

本会議[提案説明]

本会議[大綱質疑～委員会付託]

本会議[一般質問]

本会議[一般質問]

本会議[一般質問]

市民福祉常任委員会

経済建設常任委員会

総務文教常任委員会

本会議[委員長報告～採決]

編 集 後 記

　９月議会は決算議会であり、昨年度の予算執行に

ついて、多くの議 論がなされました。その最中、

佐藤宗司議員のご逝去の報がありました。

　ご冥福をお祈りいたします。

　また、最終日に國定市長より議長に辞職願が提

出されました。これから市長選挙、また欠員となっ

ている市議会議員の補欠選挙が行われます。

　新型コロナウイルス感染症をはじめ、三条市に

おいては来春開学予定の「三条市立大学」、令和

５年度に開院予定の「県央基幹病院」、令和４年

度に供用開始予定の「図書館等複合施設」など、

多くの事業が執行されております。近年、投票率

の低下が問題となっており、議会においても度々

議論されてきました。選挙は民主主義の根幹であ

ります、皆さん選挙に行きましょう。

議 会 日 誌

発行/三条市議会　編集/議会報編集委員会
責任者/議長　佐藤和雄
三条市議会事務局 電話：0256-34-5583　Fax：0256-33-8861
https://www.city.sanjo.niigata.jp/
E-mail：gikaij@city.sanjo.niigata.jp

委  員  長
副 委 員 長

坂井良永
野崎正志
野嵜久雄　酒井 健　長橋一弘

議会報編集委員会

この印刷物は、植物油インクと
再生紙を使用しています。

令和2年12月定例会日程

佐藤宗司議員
ご逝去

　佐藤宗司議員（69）が９月８日に逝去されました。

　故佐藤議員は、平成15年４月に下田村議会議員

に初当選され、平成17年の合併に伴う在任特例で

三条市議会議員となられました。その後も当選を

果たされ、17年間の長きにわたって市政発展のた

めに尽力されました。

　在職中は、経済文教常任委員会副委員長、経済建

設常任委員会委員長、三条保育所民営化審査特別

委員会副委員長、小中一貫教育等調査特別委員会

副委員長などの要職を歴任し、市民生活の向上に

大きく貢献されました。

　ここに、生前の幾多の功績をたたえ、謹んで哀悼の

意を表します。


